
（４）２００８年１０月１５日発行  １８４号（平成 6 年 10 月 17 日第三種郵便認可・毎月 1 回 15 日発行） 

り
ま
せ
ん
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
助

け
合
い
、
譲
り
合
い
、
感
謝
し
て

生
き
て
い
け
る
こ
と
、
そ
し
て
、

今
日
こ
こ
で
発
表
で
き
た
こ
と
は
、

自
分
ひ
と
り
で
で
き
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 
旭
川
市
の
佐
々
木
さ
ん
は
、
結

婚
し
て
い
ま
す
が
、
身
体
を
こ
わ

し
長
い
間
勤
め
て
い
た
職
場
を
退

職
し
、
今
は
通
所
施
設
で
過
ご
し

て
い
ま
す
。
就
労
し
て
い
る
と
き

は
、
給
料
を
頂
く
と
二
人
で
楽
し

く
出
か
け
た
り
し
ま
し
た
。
今
は

給
料
も
以
前
の
三
分
の
一
に
な
り
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
が
心
配
と
話
さ

れ
、
会
場
で
は
涙
を
流
し
な
が
ら

う
な
ず
い
て
い
る
人
も
あ
り
ま
し

た
。
 

 
又
、
札
幌
市
育
成
会
の
栄
利
さ

ん
や
白
老
町
育
成
会
の
佐
藤
さ
ん

は
、
親
亡
き
後
を
考
え
る
と
、「

こ

の
子
よ
り
一
日
で
も
長
く
生
き
た

い
」、「

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
は
ど
ん
な
町
」、「

地
域
の
な

か
で
安
心
・
安
全
に
く
ら
す
た
め

の
支
援
と
は
」
等
に
つ
い
て
、
育

成
会
活
動
の
活
性
化
の
あ
り
方
と

し
て
親
の
立
場
か
ら
提
言
さ
れ
ま

し
た
。
 
 
 
（
笹
野
井
庸
夫
）
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育
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会
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第
六
分
科
会
で
は
、
副
島
全
日
本

理
事
長
の
基
調
講
演
の
あ
と
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
基

調
講
演
で
は
、
障
害
者
を
取
り
巻
く

諸
問
題
に
つ
い
て
、
わ
か
り
易
く
課

題
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
副
島
理
事
長

に
は
、
こ
の
十
一
月
一
日
の
本
会
の

育
成
会
大
会
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
育
成
会
大
会
で
詳
し
く
報

告
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
特
に
所
得
保
障
の
確
立
と

利
用
者
負
担
の
さ
ら
な
る
軽
減
、
権

利
擁
護
の
確
立
、
就
労
支
援
の
推
進

を
重
点
項
目
と
し
て
、
全
日
本
を
中

心
に
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
、
指
定

都
市
、
市
町
村
の
育
成
会
が
役
割
分

担
し
て
取
組
む
必
要
が
あ
る
と
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。
 

午
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で
は
、

地
域
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
ｔ
ｏ
ｍ
ｏ

の
山
本
修
さ
ん
か
ら
は
、
学
齢
期
は

特
殊
学
級
で
、
高
等
部
は
養
護
学
校

で
三
年
間
寄
宿
舎
生
活
を
さ
れ
た
の

ち
、
一
般
の
会
社
に
就
職
し
、
障
害

者
に
対
す
る
偏
見
、
差
別
、
イ
ジ
メ

の
た
め
、
精
神
的
に
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

り
、
結
局
勤
め
を
辞
め
る
生
活
を
送

る
こ
と
に
。
そ
の
間
に
、
現
在
の
支

援
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
に
出
会
い
、
な

ん
と
か
再
出
発
し
、
障
害
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
伸
び
伸
び
と
生
活
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
と
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
伊
達
わ
か
ば
会
の
山
本
和

弘
さ
ん
か
ら
は
、
当
事
者
の
声
と
し

て
、障

害
基
礎
年
金
の
金
額
の
低
さ
、

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の
増
員
、
療
育
手
帳

を
全
国
共
通
の
持
ち
歩
き
便
利
な
カ

ー
ド
に
し
て
ほ
し
い
な
ど
具
体
的
な

要
望
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
か
の
提
言
者
か
ら
も
、
自

立
支
援
法
に
関
わ
る
様
々
な
課
題
、

育
成
会
と
の
か
か
わ
り
等
の
視
点
か

ら
、
こ
れ
か
ら
の
育
成
会
活
動
を
す

す
め
る
た
め
の
具
体
的
な
提
案
・
報

告
が
あ
り
、
本
人
た
ち
の
素
直
な
声

に
感
動
し
、
私
ど
も
も
真
剣
に
取
組

ま
な
け
れ
ば
と
、
心
新
た
に
し
ま
し

た
。
 
 
 
 
 
 
 
（
竹
山
和
子
） 

来
年
の
全
国
大
会
は
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
の
滋
賀
県
で
す
。
【

命
は

ぐ
く

む

琵
琶

湖
か

ら
、
今

あ
ら

た
め

て
、
こ

の

子
ら

を
世

の
光

に
、
親

と
し

て
】 
 

 

こ
の
度
、
親
子
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と

お
り
お
申
込
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
事
業
は
、
大
阪
市
の
 

地
域
活
動
育
成
事
業
に
お
い
て
一
部

を
補
助
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

●
日
 
時
 
 

平
成
二
十
年
十
一
月
十
五
日（
土
） 

九
時
十
五
分
か
ら
十
七
時
頃
 

●
行
き
先
 

 
東
条
湖
お
も
ち
ゃ
王
国
 

（
兵
庫
県
加
東
市
黒
谷
一
二
一
六
）
 

●
参
加
費
 

 
大
人
（
中
学
生
以
上
）
二
五
〇
〇
円
 

 
 
（
親
子
で
五
〇
〇
〇
円
）
 

 
小
人
（
小
学
生
以
下
）
二
三
五
〇
円
 

（
親
子
で
四
八
五
〇
円
）
 

●
定
 
員
 
六
十
名
 

（
定
員
に
な
り
次
第
調
整
し
ま
す
）
 

●
申
込
み
 

 
申
込
書
と
共
に
、
現
金
も
し
く
は
郵
 

 
便
振
替
に
て
十
一
月
六
日
（
木
）
ま
 

で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
 

 
( 社

福
) 大

阪
市
知
的
障
害
者
育
成
会
 

担
当
 
大
谷
・
藤
本
 

大
阪
市
天
王
寺
区
東
高
津
町
 

八
番
六
号
坂
東
ビ
ル
三
階
 

〇
六
‐
六
七
六
四
‐
三
〇
七
一
 

〇
六
‐
六
七
六
四
‐
三
〇
七
四
  

◇
 
十
一
月
部
会
等
日
程
案
内

十
一
月
部
会
等
日
程
案
内

十
一
月
部
会
等
日
程
案
内

十
一
月
部
会
等
日
程
案
内
 

☆
地
域
活
動
・
就
労
支
援
事
業
所

協
議
会
 

十
一
月
十
一
日
（
火
）
午
後
一
時
 

（
三
〇
三
、
三
〇
四
号
室
）
 

☆
就
労
部
会
 

十
一
月
四
日
（
火
）
午
前
十
一
時
 

（
三
〇
五
号
室
）
 

☆
学
齢
期
部
会
 

親
子
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
す
 

☆
地
域
生
活
支
援
部
会
 

十
一
月
二
十
日
（
木
）
 

午
前
九
時
三
十
分
 

（
三
〇
五
号
室
）
 

☆
支
部
連
絡
会
 

十
一
月
二
十
日
（
木
）
午
後
一
時
 

（
三
〇
一
号
室
）
 

☆
月
例
役
員
会
 

十
一
月
六
日
（
木
）
午
前
十
時
 

（
居
宅
事
業
所
会
議
室
）
 

☆
施
設
長
会
 

十
一
月
七
日
（
金
）
午
前
十
時
 

（
居
宅
事
業
所
会
議
室
）
 


